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(1)
ランスマイアは1954年3月20日にオーバーエスタライヒ(上部オース ト
リー)の ウエルス(リ ンツの南西約30キロ)で 生まれ,現 在42歳である。
幼年時代を同じオーバーエスタライヒのグムソデン(ウ エルスのこれも南西
約30キロ)で 過 ごして,1972年か ら78年にかけてウイーン大学で哲学や民
族学 を修めている。1798年から82年にかけて ドイツ語圏の雑誌 にルポルタ
ージやエッセイなど寄稿 している。1982年以来フリーの作家として活動 し,
1988年以来一年の半年ちかくを旅行にすごしているという。 目下1996年の
時点ではダプリソ在住となっている。
これまで彼は三冊の長編を出版 している。長編小説 と書かなかったのは,
1982年刊行の処女作 「氷 と闇の恐怖」がまった くの創作 といえないか らで
ある。この作品が1872年から1874年の二年間にわたって,オ ース トリア ・
ハンガリー帝国の北極探検隊が太平洋への新 しい航路を求めながら,文字 ど
ヨ
うり作品の表題である氷と闇の世界に閉 じ込められ,結 局失敗 した出来事を
題材にし,しかも探検隊の隊長からその乗組員にいたる人物の航海 日誌や書
簡を基に しているからである。それにこれらの 日誌や手紙をヴィーンの図書
館で読み,探 検隊の苦難 と北極の壮絶な力に感動 し,魅せられた若者 ヨーゼ
フ ・マッチー二がかれ らと同じ航路を辿ろうとして,第一の事実に入り込ん
で くる。もちろんかれの 日常も描かれることになるし,この若者を見ている
「私」 という語 り手も作品に加わることになる。
この作品にはいわゆる海の男の もたらすさまさまなエピソー ドがみちあふ
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れ,そ れだけでも一読 に価する読み物 となっている。 しかも想像を絶 した北
極海,氷 の海の恐 ろしさや美 しさは比類がない。
ラソスマイアの第二作 目は1988年の 「最後の世界」である。 この作品は
20ケ国以上で翻訳されたベス トセラーである。 ローマの詩人プブ リウス ・
オヴィデビウス ・ナソが紀元後8年 に皇帝アウグス トゥスによって黒海に
臨む トミという町に追放された事実から始まっている。 ここではコッタとい
う人物が一応の主人公になっている。詩人が流刑にされた理由も定かではな
い。詩人の作品 「メタモルフ ォーゼン」,変化,変 身,変 容 という作品が,
ローマ帝国の不滅,即 ち不動さに抵触するものだからだというのも,単なる
推測にすぎず,気 怠い昼のまどろみを邪魔された皇帝の腕の一振 りを,勝手
に解釈 した家来 とカフカの世界を思わせる官僚機構の書類決済によって辺境
の地に流される。コッタは詩人の姿を見つけることができない。彼の作品に
出て くる 「メタモルフォーゼン」さなが らのエピソー ドや幻ばかりである。
それらは鳥に変貌するふた りの男女であったり,さまざまな鳥たちの飛翔
を縫い込んだ絨毬の場合であった り,石になっていまう人間や動物,ま たノ
アの洪水を思わせる大雨 と大洪水のあ とで逆に泥淳か ら誕生する新 しい人類
の話であったりする。たった一度だけ彼の姿 とおぼ しき人類を 目で捕 える
が,次 の瞬間にはそれが岩であるとわかる。実際それが岩であったかどうか
は別の問題であるが,最 後まで詩人は姿を現れない。
第三の作品 「キタハラ病」は1995年に発表され,オ ース トリーでは長い
ことベス トセラーの位置にあった長編小説である。この作品もこれまでの作
品と同 じく読者をひきつける強い力をもつ。プロローグがおかれ,ブ ラジル
の暑い一月の小島に,黒 焦げの死体がふたつ赤いロープにつながれてころが
っていた,と いうものである。 この奇妙な状況が一転 して,小 説の展開する
舞台 となる場所 と時代にさかのぼる。この場所の名前は具体的に禦げられて
はいながい,チ ロルの山のなかで,花 崩岩の採石場のある,かつて保養地で
あった湖があるところ,作 中ではモールとよばれている。ザルツカンマーグ
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一 トを思わせるところだと,この作品を紹介するある雑誌は書いている(註
1)。
時代が述べられていないにも拘わらず,こ のモールの爆撃後に,オ ラニエ
ソブルクの平和が訪れるとなっていることから或る時代の特定は可能であ
る。オラニエルプルクとは,ポ ツダムのニーダーバルムのひとつの町である
から,ポツダムということと関連 して,時 代もある予測を許すことになる。
プロローグの明るさからモール爆撃の夜への移行は劇的な効果を見事に発
揮している。 このモールが受けた,た った一度の爆撃の夜に物語の主要人物
のひとりであるベー リングが誕生する。
モールに占領軍が進駐 し,司令官のエ リオ ットが鉄道の撤去を始め,モ ー
ルは瓦礫の道 と地雷の敷設されたままの峠 しか残 らない孤立状態になる。彼
は住民たちに戦争への贈罪を促 し,人間大の大きさの石文字で 「ここに多 く
のものが眠る」 といったような碑銘を刻み,至 る所に 「決 して忘れまい」の
スローガンをかかげさせ,平 和条約締結の祝 日に死者の リス トが監視つきで
公開され閲覧させられる。また花嵩岩 と採石場の間で強制労働者の体験 した
酷暑 ・酷寒を偲ぶことが目的で,村 人はこの儀式に参加 してスローガンを唱
えなければならないし,「回想の儀式」では没収 した過去の資料か ら拷問の
写真を見つけ,は っきりした形 として残すため,村 人のそれぞれにユダヤ
人,捕 虜,ジ プシー,共 産主義者や非国民の労働衣を着せ,酷 使されている
様子を撮影させる。ついには 「石器時代に戻るぺ し」 と演説 し,機械使用の
禁止を宣言 し,発電所を撤去 してしまい,タ ービン,ト ランス等々を禁止す
る。そ してモールは時代を逆戻 りしてい くことになり,20年ちか く過 ぎる
のが前段階である。
モールの逆行 とともに支配者であった司令官は平地に移動 して,昔 強制収
容所にいたアンブラスという人物がその役割を引 き継いでいる。一家が収容
所に送 られて しまい,そ の間野犬の住処 となっていた別荘に単身乗 り込み,
一瞬のうちに犬を圧倒 し,調教 してしまい 「犬の王」 とよばれている。
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またべーリングは一九歳になって,父 親から鍛冶屋の職をついでいる。彼
の父親はアフリカ戦線での砂嵐や鍛冶仕事で傷つけた目の視力を殆どを失っ
ている。ペーリソグはアンブラスが乗 り回すモールの権力の象徴 となってい
る大型乗用車のスチュー ドベーカーを修理 したことが契機 となって,ア ンブ
ラスとの関わりができ,また同時に彼のボディーガー ドになる。その車をペ
ー リングはとがった曙,鋭い爪,翼 の型をとりつけてカラスの形をしたいわ
ゆる改造車にしたてあげ,ス ピー ドの魅力にとりつかれる。 この車の最初の
行き先が,小説の主要人物三人のひとりであるリリイのところであった。
彼女はベー リングより五歳年長でヴィーンからの難民であったブラジル人
だが,彼 女の 目的地はブラジルであったにもかかわらず,各地をさまようう
ちにモールの地に着いてしまったのである。父親はナチス(こ の言葉は作品
中ではつかわれていないが,それがはっきりとわかるような描写が随所に現
れる)と され,リ ンチを受け,い ずこかへ連行されて行方不明。母親はその
ため発狂 して死亡。
リリイは地雷原をぬって国境を越えることのできる唯一の人間で,他所か
らいろいろな物資を持ち込み,モ ールの住民に売 り,アンブラスは彼女から
石を買う。それらはカゲロウのような虫やその他のものが作 りだす幻想的な
模様を閉じ込めた號珀やエメラル ドである。(註2)
スピー ド狂になったベーリングはその後アンブラスの家で レコー ドプレイ
ヤーを修理 し,ロック ・ミュージックに熱中する。これまで教化,慰 問を意
図 した退屈な楽隊もどきに代わって,「地獄へぶっ飛ばせ」をスローガンに
したロック ・バン ドの公演が告げられる。その演奏にベーリングもリリイも
興奮 した帰 り道,急 ハン ドルをきった彼 にリリイが理由を尋ねると,彼は
「道の穴を避けた」 と答えるが,今 度はその穴が彼女の顔 に移動 しているこ
とに愕然 とする。 これが 「キタハラ病」 という眼の病気の発症であった。
不安にかられながらも,この病気を隠 し続けるベーリソグの視界にはいつ
も黒い穴が開いている。収穫期になって,電 気を使用できないひ とび とに農
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機具の故障が続出し,彼が依頼される修理に集中すればするほど,黒い点を
意識せざるをえない。
彼の母親 もそのマ リア降臨の信仰が狂信的になっており,地下室に籠 りき
りで父親同様暗闇の住人である。 しかし母はある爆発事件をマリア降臨の光
輝と思い込み,雪 の降る戸外にでて凍死 してしまう。
山中を彷纏う父の世話 もできないベーリングはアンプラスの勧めで,父 を
施設に入れるため,リ リイの道案内で地雷原をぬけ,危 険な山越えをして,
プラン トという町にむかうが,その間に彼も自分の眼の病気についてリリイ
に打ち明け,彼 女からの診察の忠告を受けている。
到着 したその町は喧騒 と眼も眩む光の洪水である。贈罪の儀式の中で生 き
てきたベーリングは戦争のあったことが信 じられない。ひ とび との騒ぎは戦
勝を祝っているとい うのであ る。ラジオか らはナゴヤに一発の核弾頭が落
ち,世界最終戦争を行 っていた日本が負け,エ ンペラーが戦艦 ミズ リーのタ
ラップを昇り,無条件降伏 としたというニュースが流れ,店頭 に並んだ多 く
のスクリーンには見渡すかぎり人けのないナゴヤが延々と映 しだされてい
る。
病院で眼を診てもらったベー リングに医者は説明する,「日本人の医者の
名前にちなんだ視界暗闇化の病気で,時 間が治して くれる」 と。 この説明に
安心 してベー リソグはモールに戻るが,彼 を待っていたのは,採掘 される石
質の劣化による需要減少を理由とした占領軍からの鉱山閉鎖通告 と,平和の
ための演習地を作る住民の協力 と疎開要請であった。人員の足 りない時には
強制連行 もおこなわれた。
ベー リソグの視力が回復 し,アンブラスは琉珀を求め,リ リイは本来の目
的地であるブラジルに向かうが,べ ーリングもボディーガー ドとして同行す
る。彼 らの乗る列車は,さ まさまな車両の連結されたが らくた列車であり,
それが走るところもただひろがる荒野ばか りである。かつてベー リングの父
親がアフ リカの戦線から帰還 した時の汽車 ともそれは重な り合う。ニュルン
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ベルクという標識 も雑草に覆われた荒れ地の中にあるにすぎない。
ブラジルに到着 した彼 らは,モ ールの村で解体 した鉄をもって きている
が,これはブラジルで買い手がいるからである。彼らの世話をするのは,そ
の買い手の使用人のムイラという娘で,彼女はベーリングにこれまで とは違
ったブラジルの山,町,天 候,習 慣などを示 し,教えて くれる。た とえばか
って岩屑の瓦礫によって,壁 となってひとびとを圧倒 していた山々は,そ こ
では緑に満ちた豊穰さとなって彼に押 し寄せて くるものとなった。彼はその
ように異質な自然に驚 き,親 しむうちにムイラに愛情を感 じるようになる。
しか し鉄の買い手は自分の仕事を理由に,声 だけで しか彼らに対するのみ
である。さらに大豪雨が交通路を遮断 して彼 らの鉄さえも手元に届かない。
そのようなある日,彼 らは遠 くの島に立ちのぼる煙を見 る。それが野火だ
と教えられるのだが,島 の名前が 「犬の島」で,む か し監視人 と犬に警備さ
れた牢獄の島であったことを知ると,アンブラスはムイラに案内させて,リ
リイやペー リングと共に出かけてい く。そこで再び彼 らはそれぞれの暗 く悲
惨な過去の記憶を思い出し,それを再体験する。すなわち熱帯の樹木におお
われた嘗ての収容所の錆びついた廃嘘か ら,アンブラスは文字通 り彼の収容
所を回想せざるをえない。朝の点呼時に十分な声を出さなかった者が翌朝の
寒気の中を灰 となって,苦 役へ と出かける仲間の鼻から肺のなかへ入 り込む
というものである。
ベーリングのそれは鍛冶屋だった彼の前に現れる鉄屑が,彼 の過去の生活
と現在の空 しさを対比する。
リリイにとってはむ しろ牢獄よりも,ここの砂浜がモールの リゾー ト地の
湖岸を思わせ,彼 女に焦 りの気持を起こさせる。 したがって島に関心のない
彼女は,通 りかかった舟の自分だけ連れて帰るように頼み,ム イラにレイン
コー トをプ レゼン トして帰って しまう。ムイラが折 りか らの雨のそれを着
て,食事の用意を している時,リ リイと間違えたペー リングは彼女を刺 し殺
してしまう。ムイラを探 して丘の上の登ろうとするべー リソグは,途中で会
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ったアンブラスにボディーガー ドの習性から腰に巻いたロープの一方を彼に
手渡す。丘を登華中ベー リングは足を踏み外して,主人 もろとも墜落する。
そ して鎮火 したかに見えていた野火は未だあちこちに くすぶっていたという
状況が,プ ロローグとつながってくる。
(2)
前節ではラソスマイアの三つの長編のうち,と くに最新作の「キタハラ病」
のあらす じを紹介 した。まずわれわれ 日本人の読者にとって名古屋への核爆
弾投下という極めて強烈な事態あるが,こ の物語を成立させている個々の要
素は決 して作者自身の勝手な想像の産物ではないということである。
たとえば住民たちが贈罪の儀式 として重い荷物を担いで登 らされる石段の
ある花嵐岩採石場は,強 制収容所マウ トハンゼンの近郊工ーペンゼーの収容
所 もモデルに したという。
またモールから鉄道を撤去 し,機械をな くし,「石器時代に帰れ」をモ ッ
トーにした占領軍の司令官は,敗 北 した ドイツを非工業化 し,農業国 として
利用できるよう計画 したというアメリカのかつての財務長官ヘン リー ・モー
ゲンソウのものを下敷 きにしたとされる。(註3)
あるいは核爆弾による名古屋攻撃 もアメ リカの考慮 した作戦のひ とつには
いる。
そしてこの作品の題名であるキタハラ病 という眼疾病 もそのなかにはい
る。これは中心性網膜脈絡膜炎 と呼ばれるもので,網膜の中心部の後 ろか ら
水が出て,網膜が浮 き上がり,その結果ベーリングが体験 したように,視 野
の中心部にほぼ円形の暗点が自覚され,視 力障害を伴 う眼疾である。1914
年乃至15年ごろ,増 田隆によって発表された疾患である。マスダをキタハ
ラに変えたのは,も ちろんランスマイアの判断によるものであると考えられ
る。前者よりも後者の もつ言葉の響 きにその根拠があると筆者が考える。ち
なみにランスマイアの 日本への関心は,名 古屋やその最終戦争ばか りでな
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く,プラン トの町でベー リングが多 くのスクリーンで見る被爆前の日本の風
物,景 色にも示され,さ らに最初の長編 「氷 と闇の恐怖」には,北極探検隊
が太平洋への新航路を発見したあかつきに到達,寄 港するはずのヨコハマな
どの港の名前やあげ くにはウエムラ ・ナオ ミなる日本人鳥類学者のエピソー
ドによってそれが頂点に達するといっても過言ではあるまい。(註4)
それはともか くラソスマイアー自身八〇年代の初めにこの病気にかかった
ことがあり,盲 目になることを恐れるボデ ィーガー ドの話を書 く考えがかた
まった,と シュピーゲル誌の1995年9月18日,38巻の作品紹介で,フ ォル
カー ・ハーゲルは書いている。
「氷 と闇の恐怖」には,三本マス トの帆船でこの探険に投入されたテーゲ
ッ トホーフ号,そ の海路を指揮する冷静,沈 着な船長カール ・ヴァイプレヒ
トと氷上踏査の指揮をとる野心 と情熱の船長ユリウス ・バイヤーのふたりを
は じめ とする24名の写真のほかに,探 検隊の様子 を描いた挿 し絵が7枚 お
さめられている。 これは彼 らが帰国後2年 の1876年に出版 された 「オース
トリー ・ハンガリー北極探検隊1872-1874年」からとられている。そのな
かのある挿 し絵は,「キタハラ病」の主人公ベー リングが見る穴の開いた世
界 との一致 を見事 に示 している。長方形の画面の下か ら4分 の1ほ どの と
ころまで氷原が描かれ,そ の彼方の右方向の遠方にテーゲット号が見える。
そ して画面の中央部 しかも3分 の1の 部分にはおおきな量に包まれた太陽
が位置 している。太陽は小さく,量は驚 くほ ど大 きくしか も暗い。「キタハ
ラ病」のなかでベー リングの見た穴が開いて歪曲された世界は,こ のような
ものだったこれは筆者の体験 とも一致する。
ランスマイアはある講演のなかで,作者は書 き始める前にあらゆる可能性
を考慮 しなければな らないという。 ここに挙げる講演の表題は 「世界を創る
こと」 となっている。(註5)
たとえば,嵐 の大西洋航路に漂 う貨物船の下の水深4000から5000メート
ルのところでは,ど のような状態なのか,そ してそこに漂う光を放つ魚の名
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前はなん というのか,と いう問い掛けに始まり,恋人が別れる時の場所,状
況,な どあらゆる可能性を考える。そしてまたそのような可能性の他に,作
者はすべてにわたる知識,学 問 と向き合わねばならない。気象学,歴 史研
究,人 類学,動 物学,鳥 類学,岩 石学,植 物学,天 文学,等 々とラソスマイ
アは列挙 しているが,こ れ らは特に 「氷 と暗闇の恐怖」を念頭に置いている
と思われる。新航路を求めつつ も彼 らが行ったさまさまな自然研究にも作品
のなかで言及されているし,後につづく二作品の物語的な要素の強さに くら
べれば,そ れも納得のいくことである。
しか しそれだからといって,以 後の作品を支える要素は現実的なもの,事
実に則 したものを無視 したものでは決してない。「キタハラ病」のモールの
採石場やモールを取 り巻 く岩山,断崖やさらに一層の孤立状態を作 り出す雪
と氷に関する描写やそれ らのさまさまな呼称,名 称にもそれをうかがうこと
ができる。
このような入念に考えられた可能性の うえに 「キタハラ病」 という作品は
成立 している。既にランスマイアの勝手なつくりものではない例 として,マ
ウ トハウゼンやモーゲンソウの ドイツの農業国改変,核 爆弾の投下地,キ タ
ハラ病である眼疾患についてふれた。 しかし,その他にリリイは絨毬爆撃さ
れたヴィーンから逃げてきた となっているが,こ の攻撃は ドレスデンで現実
のもの となっている。
強制収容所でなされた重労働を 「贈罪の儀式」 として住民に逆に強制する
占領軍司令官やあるいはユダヤ人,共 産主義者,ジ プシー,戦争捕虜,非 国
民な どを識別できる労働衣を着せて撮影する 「思い出の儀式」,平和のため
の演習地設営 として称 して住民を強制動員したあげ く,その地から疎開させ
る占領軍のや り方にいたっては現在 もな くなっていない事態である。この時
読者が自分は過去の物語を読んでいるのだろうか,と ある種の錯覚めいたも
のを感 じても,不思議ではない。ある批評家はラソスマイアはかつて起こっ
た出来事 を 「新 しいことのように,ま るで初めてのように語る」(註6)と
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言い,別 の批評家は 「現実にあり得る未来を過去に戻る形で」書 くと言う。
(註7)したがって既に述べたようにこの作品のなかには,ナ チスという言
葉も出てこないし,アウシュヴィッツ もない。モールを襲 うスキンヘ ヅ ドや
モピカソ刈 りの略奪者 もそのようなパンクの呼び方はされていない。(註8)
もちろん現実にあるものも出て くるわけであるか らそこになにか違和感の
ようなものを感 じる。先に,可能性の上に成立 した作品 と書いたが,他 に,
「現実 と非現実の間の死角」 とも表現されている。(註9)
クラウス ・ツァイ リンガーが1992年に出した80年代のオース トリア文学
を扱ったrlnnerlichkeitund6ffentlichkeit」(註10出版社)の なかで,80年
代の作品を神話と結び付けている傾向があるとい くつかの作品を挙げて分析
し,現代の神話化(ペ ーター ・ハソ トケ),神話世界の現代化(イ ソゲ ・メ
ルケル)と 分類する。特に80年代後半は 「神話を新 しく語る」傾向が見ら
れるといって,ラ ンスマイアのベス トセラー小説 「最後の世界」に言及 して
いる。この作品については既にふれたが,ッ ァイリンガーは 「古い神話と新
しい神話の結び付 き」 と言い表わしている。 ここで言われている 「新 しい神
話」 とはハ リウッドに代表される映画のことである。(註11)
しか しそれな ら 「最後の世界」か ら7年後の 「キタハ ラ病」では,事 情
はどのようになるか。登場人物は殆 ど死 と深い関わりがある。
ベーリング自身はキタハラ病の齎 らす世界の暗闇の死に怯 え,快楽から
2度の殺人を犯 し,最後はみずからの死を迎える。
彼の父親は出征中の砂漠の砂嵐に目を痛め,視 力 も殆 どな く家業の鍛冶屋
も勤められず,息 子ベー リングに仕事を譲る。戦争の記憶のなかに留まり死
んだも同然の状態であ り,しかも後に施設に隔離されてしまうことになる。
母親は狂信的なマリア信仰が昂 じて,地 下室の暗闇にこもりきりの生活を
お くり,あ る爆破事件の音に引かれ,外 にでてその明るさをマリア降臨 と信
じたまま雪に埋もれ凍死 して しまう。(註12)
最後にべーリソグと死を共にする,犬 の王 と呼ばれるアンブラスも,それ
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まで彼の妻を含む数多い死を経験 してきている。(註13)
この物語のなかで死には しないリリイ とて,父 親の行方不明や母の狂死に
深 く影響を受けている。(註14)
そ して新 しい世界のなかに見い出した とペー リソグが思ったムイラの死。
そ して作品中で具体的には語られなかった多 くの戦争での死者たち。かれら
は死のなかで生まれ,育 ち,そ して死ぬ。かれらが戦争のこどもたちとよば
れる所以である。(註15)
前作にはなるほど崩壊 してゆく世界が,オ ヴィデヴィウスの姿 とその作品
を求めるコッタの眼前に現れるが,そ れはコッタが作品のなかへ溶解 してい
く過程をしめすものであり,現実世界の崩壊であった。 したがって歴史的に
はありえなかった巡回映画でのカワセミ変身に象徴されるケユクス王 と王妃
アルキオネの死,エ ピスコープとよばれる反射機具の魅力に取 り付かれたあ
げくのバッ トウスの石化,ア ラクネによって機織 りされた船や海鳥のひ とつ
として見えない遠方で墜落するイカロスやその他のものな どいささか 「キタ
ハラ病」 とは違 った視点でみることができる。
あるひ とは 「キタハラ病」をポス ト黙示録的小説 と呼んだ(註16)。日本
が核爆弾によって世界最終戦争に敗れな くとも,ベー リソグたちは他の社会
や世界か ら隔絶 した ところに存在 しており,死んでいるも同然なのである。
ただ リリイだけがブラジルに渡ってからも生 き残ることができた。彼女は常
に境界を越えることのできる人物だったからだ。
ラソスマイアの作品には死が内在 していると言われる。「キタハラ病」以
外のふたつの長編 もそうであった。彼は終末論的に憂愁に とらわれてるとあ
る批判家は言っている(註17)。しかしそれのみではな く彼の作品のどれを
とって も人間にたいする愛着や期待を感 じることができるのは否定できな
い。(註18)
たとえベー リングが死んで しまってもそれを窺うことはできるのである。
ランスマイアの第一作 「氷 と闇の恐怖」を思いだ してほしい。北極探検隊の
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求めた太平洋への航路は,作 品のなかでパラダイスへの道 といった言い方 も
されている。かれらはそれを発見できなかったが,そ の四年後1878年にそ
の道は見つかった。それはベーリング海峡と呼ばれる。主人公の名前のラン
スマイアがこれを意識 していることは確実と思われる。
また 「キタハラ病」におけるベー リングの目の病気についても,暗い,マ
イナスの意味のみが与えられているわけでない。負けた国家の軍隊が残 した
武器 ・弾薬庫が見つかり,占領軍によって爆破されることになる。 しか し爆
破の時刻,そ の危険地域に,知 らせを受けなかった村のひとびとが贈罪の儀
式のための行列をすすめてくる場面がある。アンブラスの命令でベーリング
は彼 らにむかって雪のなかを危険を知らせに走る。走るベー リングとなにも
知 らぬ行列のむらびとたちの対比が行われる。叫ぶベー リソグと聞こえない
ひとびと。ベーリングに気づいても彼の言うことがわからないひ とびと。こ
れは映画のフラッシュバックの技法である。(註19)
さて爆破の危険を告げようとするベーリングは結局間に合わず,ダ イナマ
イ トは爆破する。その時の一瞬に彼は感 じる,「自分の世界にあいた穴は,
もっと大 きな暗闇に くらべれば,ど うということもない切れ端にすぎないこ
と,それは自分を取 り巻いて,自 分の上にたったひとつの暗闇を作 り上げる
無数の暗い点のひとつにすぎない,そ してその間から再び太陽の光が輝 くの
が見えること」(註20)を感 じるのである。かつて父親を輝 きに溢れる町プ
ラン トの施設に連れていった時,ベ ー リングが診察をうけた医者は,次 のよ
うに言った。「時がたてば治るさ。 これで 目が見えな くなるなんて馬鹿馬鹿
しい」と。
しか しプライテンシュタインがノイエ ・チ ュー リッヒ新聞で扱った記事の
タイ トルはそのような楽観的見解を否定するもの となっている。彼はそれを
「琉璃の中の蝿の幸せ」 と題する。 これはモールの支配者アンブラスが取 り
付かれて しまう鉱物の美からきている。 リリイが渡 したエメラル ドが最初
で,水 晶の虐めきに吾を忘れ,崩 れたばか りの花嵐岩の鈍い輝きさえ彼に宝
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石を思いださせる。彼はルーペをもってエメラル ドの中に閉 じ込められて漂
うようなものを見ながら日々を過ごす。「かさす光の中シルヴァーグリーン
に輝 く花のヴェールが現れるそれらの小さな水晶庭園のなかに,彼 は自分の
過去の恐怖や憎悪さえ一瞬忘れさせる秘密に満ちた,音 も時間もない世界の
姿を見た」(註21)
プライテンシュタインは 「鉱物の魔法の帝国には,悩 みからの救済を約束
する死のユー トピアが開いている」 と書 く(註22)。「琉珀の中の蝿の幸せ」
は,こ の記事のなかで 「慰めのない慰め」 と同格になって挿入されている。
この指摘は,主 人公たちがモールを去 る時,占 領軍の車に乗 って通過する山
や谷をつなぐ幾つかの トンネルの場面に対応する。雲母や水晶の破片がヘッ
ドライ トに輝いて消えてゆ くトンネルの壁 とむきだしの崖の表面を滴る水が
そこの黒い鉱脈を伝 ってい く,そして 「明るい」というイタリックの表記。
それから彼 らが谷間の灰色の光のなかに現れて,次 の トンネルに消えて行 く
という叙述の後に,同 じような 「暗 く」との言葉。 この後に彼らの存在がち
ょうど 「琉珀の中の蝿」に相応する表現をされる。「この二番 目の トンネル
は果てしなかった。ベーリングは近 くにいるアンブラスの身体の暖かさの背
後に山の圧力を感 じ,何百メー トルも何千メー トルもの頭上に誓え立つ恐ろ
しい山塊の冷たさを感 じた。 この山塊の奥深いどこかに,何百万年 も年を経
た琉珀の中の草艀蜷のように,あ るいはアンブラスが持っているエメラル ド
の中の黄鉄鉱の結晶の気泡のように鶏泥棒の死体が横たわ り,漂っているの
だ。……もしか したら彼らはいまやこの時石灰岩の中を漂う墓場深 く入 り込
んだのかもしれなかった。……白銀の光」(註23)。ここで小説の人物たち
は,読者が光にむかってかさす琉珀やエメラル ドのなかの何物かになってい
る。アンブラスが閉 じ込められたさまざまな ものを見るためにいろいろと鉱
物を回転させる仕草を思いださせる光景である。そうだ とするならば,外 に
出られぬ彼らはやは り絶望的である。 しかも彼 らが 目的地 としたブラジルの
パソターノ とは,沼 地,荒 れた湿地,湿 地帯を意味する。それはまた 「モー
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ル」のことで もある。 しかしそれにして もブラジルへの旅の章が 「ムイラあ
るいは帰郷」 となっているのはやは り無視 しがたいことである。
また,「闇 と氷の恐怖」では文字通 り探検隊の隊員たちは閉 じ込められた
存在であった。彼 らがそこから帰還 して大歓迎をうけた後,か って新 しい陸
地発見の野心 と名誉欲に駆られていたテーゲ ットホーフ号の陸地での指導者
ユリウス ・バイヤーは中傷などにより,極地での行動からは想像もできない
穏やかな人間となる。画家となったと手紙に書 くかれは左 目失明ののちヴィ
ーン地理学会名誉会員の資格を返上 し,旅行案内書ベデカーに宿屋や山小屋
の記事を扱い,1915年8月25日残す。事実ではあろうが脱 出したひとびと
の一例 としてあげてみた。脱出がランスマイアーの作品の主題だというわけ
ではない。それによって示されるのは異なった世界の存在である。氷 と闇の
世界であ り,メタモルフォーゼンの世界であ り,孤立 した世界である。それ
はあ りきた りの言葉を使えば非現実的な もの として規定され,わ れわれの世
界と対立するもの として提出されてきたものである。 しか しそれぞれの作品
には本質的な意味での対立は明確ではない。作者によって描き出された世界
はそれ自体で存在するものだか らである。それに関 しての考察は引 き続いて
の課題 となる。(註24)
(この文は1996年日本独文学会第50回での発表を加筆,修 正 したものであ
る)`
註
こ の 報 告 で 使 用 した ク リス トフ,ラ ン ス マ イ ア の 作 品 は 次 の 三 作 で あ る 。
1.ChristophRansmayr:DieSchreckendesEisesundderFinsternis
(FischerTaschenbuchVerlagFrankfurtamMain1995)
2.ChristopyRansmary:DieletzteWelt(FishcherTaschenbuchVerlag
FrankfurtamMain1995)
3.ChristophRallsmayr:MorbusKitahara(FischerVerlagFrankfurtam
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Main1995)
以下の註のなかで挙げて参考にした三種の記事は,次 の出版物による。そ
れそれの略語は次の通 りである。
N.NeueZUricherZeitung:DasGIUckderBemstein且iege(AndreasBreiten－
stein)10.10.1995.
S.DerSpiegel:ZertrUmmerteZeiten(VolkerHage)18.9.1995.
R.NeueZUricherZeit皿g:DieErfindungderWelt3.11.1995.
(これはランスマイアがフランツ ・カフカ賞の受賞に際 して10月19日,オ
ース トリーの クロス ターノイブル クで行 った講演であ る)
註1.N.
註2.DieletzteWeltではエピスコープという反射投影機により壁に映 し出される
対象の意外な幻想的模様に取 り付かれて最後には石化 してしまうバ ッ トスと
いう子供が登場する。
註3.ア メ リカ大統領ルーズヴェル トとイギリス首相チャーチルは1943年1月26日
のカサブランカ会談後,ド イツ,日 本,イ タリアの無条件降状に関する方針
を明らかに したが,そ の後 ドイツ敗戦後に備え最 も極端な政策 として表現さ
れたのは,ア メリカ財務長官ヘンリー ・モーゲソソウの名による 『モーゲソ
ソウ計画』であって,44年9月15日ルーズヴェル ト,チャーチルの第2回 ケ
ベ ック会談中両首脳により承認された。その骨子は ドイツの徹底的非軍事化
と非工業化であって,特 にルール とザールの工業を閉鎖 し,国際管理の下で
両地区の工業施設を撤去 し,ロ シアその他 ドイツによって荒廃にまかせられ
た近隣諸国のため,損 害の補償 としてこれを移転するというものであり,同
時にこのルール,ザ ール両地区における戦争用工業の排除計画は,ド イツを
変革 して本質的には農業 と牧畜の国とすることをねらった ものであった。 し
かしあまりに極端な政策のためルーズヴェル トもこの計画を断念 した。 トル
ーマン大統領の時45年7月5日モーゲンソウの辞職でこの計画は とどめをさ
された。(平凡社百科事典)
註4.DieSchreckendesEisesundderFinsternisS.165-166北極探検隊に魅せ られ
て,そ の航路を追うヨーゼフ ・マッチーこの乗った調査船クレイ ドル号に,
日本人の鳥類学者から六週間の観察生活を終えたいので迎えを頼む という無
線がはいる。彼の名前はナオミ ・ウエムラという。 しかし彼は1978年北極地
点単独到達を成 し遂げた植村直巳とは同名異人であると述べられている。S.
170ff.
註5.R.
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註6.S.
註7.N.
註8.原 語はIrokesenが使用 されている。北アメリカに居住 したイロクオイ族。乱
れた頭髪が特徴 というから,い わゆるモヒカン刈 りとはちがうので,こ の言
葉 も作者の手が加わっていると考えられる。
註9.N.
註10.KlausZeylinger:InnerlichkeitundOffentlichkeitFranckeVerlagTubingen
1992.
註11・1980年代のハリウッド映画はスティーブン ・スピルバーク監督の 『E・T』に
代表 される異形テーマのSFホ ーム ドラマや冒険物や無敵の主人公を扱 った
『ランボー』シリーズなどが特徴的であった。
註12.ベーリソグが子供のころ,お 手伝いの女性が水死している。
註13.アンブラスの妻はユダヤ人 として収容所に連行される。その時のアンブラス
の態度から彼自身 も収容所に入れられ 「スイング」 という拷問をうけ腕が不
自由になる。
註14.リリイの父は迫害者と誤解されリンチをうけ行方不明。
註15.S.
註16.N.
註17.N.
註18.N.
註19.「最後の世界」における巡回映画や映画的部分ばか りでなく,「氷と闇の恐怖」
では最果ての地 ロソゲアルビエンでアルフレッ ド・ヒチ コックの作品 「鳥」
を見ている男ファーレイがでて くるし,また暇潰 しの映画雑誌や女優の写真
などが彼の部屋におかれている。救助や消火を扱った ドキュメン ト・フィル
ムもある。それに 「裸足の伯爵夫人」のような古いハリウッド映画など上映
する居酒屋もある。またスエーデンの撮影隊が先に述べたウエムラ ・ナオミ
のエピソー ドに登場する。彼 らは気球に乗った極地探検家の映画を撮影する
ために,ウ エムラのいた島で彼 と行動 を共にしたことがあったのだ。映画の
主人公 となるこの極地探検家は同じくスエーデン生まれのアン ドレー ・ザロ
モソ という実在 した冒険家である。さらに 「キタハラ病」では,船 が山を登
るところがでて くる。それは牛馬や トレーラーに引かれた外輪をつけた古い
汽船で,以 前湖に来ていた湯治客が非工業化の行われた ドナウ流域では解体
で きないため,厄 介払いのためモールに寄贈 しようと,ア ドリア海からアル
プス越 えをさせた ものであった。これは明らかに1982年のヘルツォーク監督
の西独作品 「フィッツカラル ド」を意識 していることは間違いない。 しかも
舞台は,映 画の冒頭に語 られているように,神 の完成させなかったブラジル
のことである。南米奥地にオペラハウスを作ることを夢見るお とこの物語。
彼はオペラハウス建設の資金を儲けるため,前 人未到のアマゾン奥地にゴム
園を開拓 しようと恋人で娼婦の女主人にだして もらった金で手に入れた蒸気
船で河を昇 り始めるところから本番の面白さ となる。現地へはひ とつの河が
クリス トフ ・ラソスマイアの小説 『キタハラ病』を中心に77
通 じて い るが 途 中 に 激 流 が あ っ て さ か の ぼ れ な い 。 そ こで そ れ と平 行 して 流
れ る も うひ とつ の 河 に行 き,蒸 気 船 を 山 越 え さ せ て 激 流 の 上 手 に 下 ろ す計 画
をた て,原 住 民 の 助 けで 山越 え に成 功 す る。
註20.MorbusKitaharaS.245-S.252.
註21.a.a.0.110.
註22.N.
註23.MorbusKitaharaS.394-395.引用 中 の鶏 泥 棒 とは,ペ ー リソ グ が 山越 え す る
時 に 出 会 い,穀 象 欲 に愚 か れ て射 殺 した ス キ ン ヘ ッ ドの 男 を示 す 。 彼 が赤 子
の 時,鶏 の く ぐ も った 声 に 囲 ま れ た 暗 い 篭 の 中 で育 っ た こ とを 思 え ば,縛 ら
れ た鶏 を 見 た彼 の 激 怒 は 当 然 で あ る。 しか しス コー プ の 照 準 で ス キ ン ヘ ッ ド
を追 い 回 す 狙 撃 者 の 殺 人 欲 とは 異 な る もの で あ る点 は 注意 す ぺ きで あ る。S.
306ff.
註24.ラ ン ス マ イ ア を ポ ス ト ・モ ダ ン の 作 家 に位 置 付 け,そ こか ら解 釈 す る試 み も
見 られ る が,こ の 報 告 で は特 に ふ れ な い 。MartinKiel:NEXUSPostmodeme
Mythenbilder-VexierbilderzwischenSpielundErkenntnis(PeterLang
FrankfurtamMain1996)。ま たThomasEpple:ChristophRansmayr:Die
lezteWelt(OldenburgVerlagMifnchen1992)は生 徒,学 生,教 師 向 け の い
わ ば ガ イ ドブ ッ ク と して ま と め られ た も の で,ロ ー マ と トミ を具 体 的 な対 立
の基 礎 に お い て 解 説 した もの で,き わ め て 簡 潔,明 確 で あ る。 後 者 に お い て
ポ ス ト ・モ ダ ン への 言 及 は僅 か で あ る。
(さとう ・としや 農学部教授)
